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大阪大学豊中キャンパスを

を使っての、パークＯ。大学

校内での大会は、京都大学ぐ

らいしか体験していないの

で、楽しみです。 

 

MA クラスでの参戦 

上位入賞より、楽しむことを目標に、

今回も MAに参戦。キャンパス内なので

大幅に遅れることもなく運営者にも迷

惑をかけなくてほっとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少ないルート選択 

今回の MAクラスは、2.7㎞の中に 25

ものコントロールが設置されていて、

細かい地図読みが要求されるレースと

なりました。しかし、レッグが短いの

で、逆にルートが限定されてしまい、

ルート選択を考えることが少なく、そ

の点は残念でしたが。もっとレッグを

長くして、途中の選択肢を増やしても

と思ったのですが…。 

校内では、いろいろと工事が行われ

ていましたが、その影響は“工事車両

に注意”程度の最低限のもので、ほと

んど影響はありませんでした。 

 

M15での健闘 

パーク Oツアーin関西では、15クラ

スが設置されています。まあ、ほとん

ど身内的な僕が顧問をしているスキー

野外活動部(ISOC ・Izumi-city JHS Ski 

Outdoor Club)の部員を積極的に参加さ

せようということなんですが、なかな

かオリエンテーリングに本格的にのめ

り込む生徒がいなくて、宝の持ち腐れ。 

その中でも、最近は全日本リレーに

も大阪府代表として参加してくれた須

藤くんや檜物くんが、意欲的に取り組

んでくれて、走力が追いついていませ

んが、頑張ってくれています。 

 

併設のスコアＯは不成立 

この後、スコアＯが実施されたので

すが、計算センターの不備で成績が上

手く確定せず。その上、84 番コントロ

ールの設置ミスも発覚し、残念ながら

スコアＯについては、不成立となって

しまいました。とりあえず、成績はラ

ップセンターに上げていますが、参考

記録ということでご了承くださいとの

ことです。 

 

     （ＫＯＬＡ 横田 実） 
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